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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データベース（１６０）、ユーザ端末（１０２）、カンファレンス確立サーバ及び前記
ユーザ端末と前記サーバとの間の通信を容易にするための手段（１０４、１４２、１４６
）を有するマルチメディア通信システム（１００）において、カンファレンスコールをス
ケジューリングするための方法であって、
　カンファレンスコールの参加者の表示を含む、カンファレンスコールに対するリクエス
トを、前記サーバが受信するステップ（２０２）と、
　前記カンファレンスコールの参加者のアベーラビリティを前記サーバが決定するステッ
プ（２０４）と、
　前記カンファレンスコールのカンファレンス時刻を、前記サーバが参加者に通知するス
テップ（２１０）と、
　前記カンファレンスコールに対するアベーラビリティについての参加者からの確認を、
前記サーバがリクエストするステップ（２１２）とからなり、
　本方法は、前記カンファレンスコールに必要と見なされる、参加者の全員ではない少な
くとも1人のクリティカルな参加者の表示を特徴とし、本方法はさらに、
　前記カンファレンスコールに必要と見なされるクリティカルな資源として、所定の量の
資源を、前記サーバが指定するステップ（２０６）と、
　前記カンファレンスコールのために少なくとも所定の量のクリティカルな資源を前記サ
ーバが予約するステップ（２１４）と、



(2) JP 4520690 B2 2010.8.11

10

20

30

40

50

　前記カンファレンス時刻が近づいていることを、前記サーバが決定するステップ（４０
４）と、
　前記カンファレンス時刻に対する参加者及び資源のアベーラビリティを前記サーバが決
定するステップ（４０６）と、
　前記カンファレンス時刻が近づいていることの通知を前記サーバが参加者に送るステッ
プ（４０８）と、
　前記カンファレンスコールに対する確認を更新するためのリクエストを前記サーバが受
信するステップ（４１０）と、
　クリティカルな参加者またはクリティカルな資源がアベーラブルでない場合、前記カン
ファレンスコールをキャンセルするステップ（４１８）とを有する方法。
【請求項２】
　確認についてのリクエストに対する応答に基づいて、前記カンファレンス時刻を前記サ
ーバが調節するステップをさらに有することを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項３】
　カンファレンスコールに対する前記リクエストは、前記カンファレンスコールを規定す
るルールを含むことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項４】
　参加者及び資源のアベーラビリティを決定する前記ステップは、参加者に関連づけられ
たカレンダーをチェックすることおよび移動体ユーザ端末がアベーラブルであるかどうか
を決定すること（２０６）のうちの少なくとも一方を含むことを特徴とする請求項１記載
の方法。
【請求項５】
　音声のユーザおよびマルチメディア通信を結合するマルチメディア通信システム（１０
０）において、カンファレンスコールをスケジューリングするための装置であって、
　ユーザ端末（１０２）と、
　カンファレンス確立サーバと、
　前記ユーザ端末と前記サーバとの間の通信を容易にするための手段（１０４、１４２、
１４６）とを有し、前記サーバは、
　前記カンファレンスコールの参加者の表示を含む、カンファレンスコールに対するリク
エストを受信し、
　前記カンファレンスコールのカンファレンス時刻を参加者に通知し（２１０）、
　前記カンファレンスコールに対するアベーラビリティについての参加者からの確認をリ
クエストする（２１２）ようにプログラムされ、前記サーバは、さらに、
　前記カンファレンスコールに必要と見なされる、前記カンファレンスコールの参加者の
全員ではない少なくとも1人のクリティカルな参加者の表示を含み（２０４）、
　前記カンファレンスコールに必要と見なされるクリティカルな資源として、所定の量の
資源を指定し（２０６）、
　前記カンファレンスコールのために少なくともクリティカルな資源を予約し（２１４）
、
　前記カンファレンス時刻が近づいていることを決定し（４０４）、
　前記カンファレンス時刻に対する参加者及び資源のアベーラビリティを決定し（４０６
）、
　前記カンファレンス時刻が近づいていることの通知を参加者に送り（４０８）、
　前記カンファレンスコールに対する確認を更新するためのリクエストを受信し（４１０
）、
　クリティカルな参加者またはクリティカルな資源がアベーラブルでない場合、前記カン
ファレンスコールをキャンセルする（４１８）ようにプログラムされることを特徴とする
、カンファレンスコールをスケジューリングするための装置。
【請求項６】
　前記サーバが、確認についてのリクエストに対する応答に基づいて前記カンファレンス



(3) JP 4520690 B2 2010.8.11

10

20

30

40

50

時刻を調節する（２１０）ようにプログラムされることを特徴とする請求項５記載の装置
。
【請求項７】
　カンファレンスコールに対する前記リクエストは、前記カンファレンスコールを規定す
るルールを含む（２１２）ことを特徴とする請求項５記載の装置。
【請求項８】
　前記サーバは、参加者に関連づけられたカレンダーをチェックすることおよび移動体ユ
ーザ端末がアベーラブルであるかどうかを決定すること（２０６）により、参加者のアベ
ーラビリティを決定するようにプログラムされることを特徴とする請求項５記載の装置。
【請求項９】
　前記サーバは、カンファレンスブリッジおよびカンファレンス番号のうちの少なくとも
一方を資源としてリザーブするようにプログラムされることを特徴とする請求項５記載の
装置。
【請求項１０】
　前記サーバは、カンファレンスコールに関連する資料を、参加者に送るようにプログラ
ムされる（４１６）ことを特徴とする請求項５記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、通信ネットワークに係り、特に、マルチメディア移動体通信ネットワークにお
けるカンファレンスサービス(conference　services)の提供に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ワイヤレス通信システムはよく知られている。ワイヤレス通信システムは、移動体無線電
話機が、互いに、かつインターネットおよび公衆電話網のような他のネットワークと通信
することを可能にする。第一世代および第二世代のワイヤレス電話システムは、一般に、
通信に利用可能な帯域幅に制約される。これは、キャパシティおよび提供されるサービス
のタイプを制限する。第三世代ワイヤレスシステムは、より大きな帯域幅を約束し、これ
によりキャパシティを増大させ、マルチメディアサービスのような強化されたサービスを
可能にする。第三世代ワイヤレス通信デバイスは、音声通信インターフェースに加えて、
ビデオを含むデータの通信およびデータの表示に対する能力を含む。
【０００３】
異なる場所における複数の参加者間のカンファレンスコールが、知られている。カンファ
レンスコールは、移動時間およびフェースツーフェースミーティングに関連するコストを
低減することにより効率を向上させる。カンファレンスコールの確立は、いくつかのステ
ップを必要とする。まず、カンファレンスコールに対する日時が確立されなければならな
い。これは、一般的に、各カンファレンス参加者にコンタクトし、共通のアベーラビリテ
ィ(availability)を決定する必要がある。このステップ自体、特に可能性のある参加者が
容易にアクセス可能でない場合、膨大な時間が係ることがある。
【０００４】
カンファレンスコールに対する日時が設定された後、コールを助ける資源が、リザーブさ
れなければならない。例えば、カンファレンスのオーディオまたはビデオ部分に対するカ
ンファレンスブリッジが、リザーブされうる。また、スライド、ビデオクリップまたは他
のプレゼンテーション補助物のような添付物または提出物が、通常、カンファレンスに先
だってカンファレンス参加者に提供されうる。必要な資源がリザーブされ、カンファレン
スコールに対して割り当てられると、カンファレンスアクセスデータが、各参加者に供給
されることを必要とされうる。
【０００５】
例えば、カンファレンスブリッジ番号およびパスワードが、カンファレンスブリッジへの
コーリングを許可するために、カンファレンス参加者に配布される必要がある可能性があ
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る。上述したステップは、カンファレンスコールのセットアップを完了させる。実際のカ
ンファレンスコールは、追加のステップを必要とする。即ち、各カンファレンス参加者は
、他の参加者と相互作用する適切な能力とともに、適切な時点においてカンファレンスコ
ールに接続されなければならず、これは、この能力は、オーディオデータ、ビデオデータ
、ファイル、カンファレンスプレゼンテーション資料などの交換を含みうる。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
あいにく、成功するカンファレンスコールに必要とされるステップは、煩わしくかつ時間
がかかる。それにも関わらず、カンファレンスコールは、ますます有用でありかつ重要で
ある。提案されている第三世代ワイヤレスシステムの登場および拡散とともに、至る所に
存在する利用可能性および能力のみが、カンファレンスコールをより重要にする。したが
って、カンファレンスコールの効率を向上させるための改良されたカンファレンスコール
確立サービスに対する必要性が存在する。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明の一側面によれば、カンファレンスコールをスケジューリングするための方法が提
供される。この方法は、カンファレンスコールに対するリクエストの受信とともに開始す
る。カンファレンスコールに対するリクエストは、少なくともコールに対する参加者を含
む。好ましくは、リクエストは、コールのための資源およびコールに対するルールも含む
。いくつかの資源および参加者は、クリティカルであると指定される可能性があり、した
がって、コールに必要とされる。
【０００８】
リクエストが受信された後、参加者のアベーラビリティが決定される。好ましくは、参加
者のアベーラビリティは、コールに対する参加者のカレンダを検査することにより決定さ
れる。アベーラビリティに基づいて、カンファレンス時刻が選択される。参加者には、カ
ンファレンス時刻が通知され、好ましくは、カンファレンス時刻におけるアベーラビリテ
ィを確認する機会または代わりの時刻を示唆する機会が与えられる。カンファレンス時刻
が決定されると、コールに必要とされる資源、例えばカンファレンスブリッジおよびカン
ファレンス番号が、使用のためにリザーブされる。
【０００９】
本発明の別の側面において、カンファレンス時刻がスケジュールされた後、カンファレン
スの時刻が始まる前に、カンファレンス参加者に、妨げるスタート時刻が通知される。こ
の通知は、好ましくは、テキスト、オーディオまたはビデオメッセージによりなされる。
クリティカルな資源または参加者が同定された場合、これらの資源および参加者のアベー
ラビリティが、カンファレンスコールを開始する前に必要とされうる。必要な資源および
参加者がアベーラブルであると、参加者とのカンファレンスコールが確立される。
【００１０】
カンファレンス確立サーバが、通信ネットワーク中に存在するか、または通信ネットワー
クと結合されている。カンファレンス確立サーバは、資源および参加者のアベーラビリテ
ィおよびカンファレンス確立を調整する。カンファレンス確立サーバは、カンファレンス
コールの参加者の表示を含むカンファレンスコールに対するリクエストを受信し、カンフ
ァレンスコールに対する参加者の共通にアベーラブルな時刻を決定し、参加者に、カンフ
ァレンスコールのためのカンファレンス時刻の通知を送り、カンファレンスコールのため
の資源をリザーブし、カンファレンスコールが所定のルールに従って行われるべきかどう
かを決定する。
【００１１】
【発明の実施の形態】
図一は、本発明によるマルチメディア通信システム１００の好ましい実施形態を示すブロ
ック図である。ユーザは、ユーザ装置またはユーザ端末１０２によりマルチメディア通信
システム１００と相互作用する。マルチメディア通信システム１００は、３ＧＰＰ（３ｇ
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ｐｐ．ｏｒｇを参照のこと）としても知られる第三世代パートナーシッププログラムによ
り定義された第三世代ワイヤレスシステムを含む。ユーザ端末１０２は、典型的には、ユ
ーザインターフェースおよび通信システム１００に結合するためのインターフェースを含
む移動体デバイスである。
【００１２】
ユーザ端末１０２のユーザインターフェースは、典型的には、端末装置と呼ばれ、一般に
は、マイクロホンおよびスピーカーのようなオーディオインターフェース、ディスプレイ
のようなビジュアルインターフェース、およびキーボードまたはタッチパッドのようなユ
ーザ入力インターフェースを含む。通信システム１００に結合するためのインターフェー
スは、典型的には、移動体端末と呼ばれ、一般に、データを送受信するためのオーバジィ
エア（over-the-eir）インターフェースを含む。
【００１３】
ユーザ端末１０２のオーバジィエアインターフェースは、基地局１０４との通信のために
使用される。好ましい実施形態において、基地局１０４は、ユーザ端末１０２のオーバジ
ィエアインターフェースに対して相補的（complementary）であるオーバジィエアインタ
ーフェースを含む。最も好ましくは、ユーザ端末１０２および基地局１０４は、パケット
ベースドプロトコルを使用してオーバジィエアで通信する。
【００１４】
マルチメディア通信システム１００は、ユーザに、多様な通信に対するオプションを提供
する。ユーザは、オーディオ、ボイス、ビデオおよび全てのタイプのデータを含むマルチ
メディア通信を送受信することができる。マルチメディア通信システム１００は、インタ
ーネットのようなデータネットワークおよびワイヤレスネットワークを含む公衆電話ネッ
トワークへのアクセスを提供する。
【００１５】
好ましい実施形態において、基地局１０４によりユーザに向けられかつユーザから受信さ
れるマルチメディア通信は、サービングＧＰＲＳ（ＧＳＭ　Packet Radio System）サポ
ートノード（ＳＧＳＮ）１０６、ゲートウェイＧＰＲＳサポートノード（ＧＧＳＮ）１１
０、コールセッション制御機能（ＣＳＣＦ）１１４およびホーム加入者システム１１８を
使用して、調整されかつ転送される。ＳＧＳＮ１０６は、基地局１０４との間のマルチメ
ディア伝送を調整する。ＳＧＳＮ１０６は、データリンク１１２を介してＧＧＳＮ１１０
に結合されている。ＧＧＳＮ１１０は、ＳＧＳＮ１０６との間のマルチメディア通信を他
のネットワークにインタフェースする。
【００１６】
コールセッション制御機能１１４は、データリンク１１６によりＧＧＳＮ１１０に結合さ
れている。コールセッション制御機能１１４は、ユーザ端末１０２が関係する通信のため
のコールまたはセッションを確立し、維持しかつ制御するために使用されるシグナリング
プロトコルを調整しかつ実行する。ホーム加入者システム１１８は、データリンク１２０
を介してコールセッション制御機能１１４に結合されている。ホーム加入者システム１１
８は、移動体加入者に対するホームロケーションレジスタに伝統的に関連づけられている
情報を含む加入者プロファイル情報を含む。
【００１７】
マルチメディア通信システム１００中の補助的なサポート機能を容易にするために、チャ
ージングゲートウェイ機能（ＣＧＦ）１２２およびメディア資源機能１２４が提供される
。チャージングゲートウェイ機能１２２は、ＳＧＳＮ１０６およびＧＧＳＮ１１０に結合
されており、会計、課金および他の目的のためのこれらのエレメントを通過するパケット
に対する責任を負う。メディア資源機能１２４は、コールセッション制御機能１１４およ
びＧＧＳＮ１１０に結合されている。メディア資源機能１２４は、カンファレンスブリッ
ジング、トーン、アナウンスメント、テキストツースピーチ変換、自動音声認識、および
ＧＧＳＮ１１０を通る通信に対する他のサービス機能のための資源を提供する。
【００１８】
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ＧＧＳＮ１１０は、ユーザ端末１０２を他のネットワークに結合させる。特に、ＧＧＳＮ
１１０は、データリンク１４８を介してインターネットプロトコル（ＩＰ）１４６へ結合
されている。データリンク１４８は、好ましくは、データネットワークへの転送のための
パケットベースドプロトコルを実行する。データリンク１４８およびＩＰネットワーク１
４６は、例えばコンピュータ１５４のようなＩＰネットワーク１４６に接続されたいずれ
かのエレメントへのアクセスを提供する。ＧＧＳＮ１１０は、データリンク１５０を介し
てメディアゲートウェイ１３０へも結合されている。そして、メディアゲートウェイ１３
０は、通信リンク１５２を介して、公衆交換電話網１４２に結合されている。
【００１９】
メディアゲートウェイ１３０は、ＧＧＳＮ１１０から受信されたパケット化されたボイス
を、公衆交換電話網１４２に受け入れ可能な回線交換プロトコルに変換する。逆に、メデ
ィアゲートウェイ１３０は、公衆交換電話網１４２から受信された回線交換通信を、ＧＧ
ＳＮ１１０に受け入れ可能なパケット化された通信に変換する。メディアゲートウェイ１
３０、データリンク１５０および通信リンク１５２は、ユーザ端末１０２のための公衆交
換電話網１４２へのインターフェースを提供する。この接続によって、ユーザ端末１０２
は、公衆交換電話網に取り付けられた電話機１４４のようなエレメントに結合されている
。
【００２０】
ＧＧＳＮ１１０を公衆交換電話網１４２とインターフェースさせるために必要なシグナリ
ングおよび制御は、コールセッション制御機能１１０、メディアゲートウェイコントロー
ラ１２６およびトランスポートシグナリングゲートウェイ１３４により制御されかつ提供
される。メディアゲートウェイコントローラ１２６は、データリング１２８を介して、コ
ールセッション制御機能１１４に結合されている。メディアゲートウェイコントローラ１
２６は、データリンク１３２を介して、コントロールメディアゲートウェイ１３０に結合
されている。コールセッション制御機能１１４は、シグナリングプロトコルに基づいて、
特定の通信またはセッションに必要とされるいずれか必要なメディアゲートウェイ資源を
決定する。
【００２１】
これらのニーズは、メディアゲートウェイコントローラ１２６に送信され、メディアゲー
トウェイコントローラ１２６は、メディアゲートウェイ１３０における必要な資源を構成
しかつ確立し、シグナリングゲートウェイ１３４をトランスポートするために必要なシグ
ナリングを提供する。メディアゲートウェイ１３０における資源は、ＧＧＳＮ１１０と公
衆交換電話網１４２との間で実際の（ベアラ）データを転送するために構成される。トラ
ンスポートシグナリングゲートウェイ１３４は、メディアゲートウェイコントローラ１３
６からのシグナリングプロトコルを、公衆交換電話網１４２に必要とされるシグナリング
プロトコルに変換する。
【００２２】
アプリケーションおよびサービスは、ユーザ端末１０２との相互作用において使用するた
めに、マルチメディア通信システム１００に好ましくは結合されている。特に、コールセ
ッション制御機能１１４は、データリンク１５８を介して、アプリケーションおよびサー
ビスネットワーク１５６に結合されている。また、ホーム加入者システム１１８は、好ま
しくは、アプリケーションおよびサービスネットワーク１５６に結合されている。無数の
サービスおよびアプリケーションが、アプリケーションサービスネットワーク１５６中に
存在するまたはこれに結合されている可能性があり、これは、データベース１６０からの
データベースサービスを含む。
【００２３】
好ましい実施形態において、ＳＧＳＮ１０６、ＧＧＳＮ１１０、ＣＧＦ１２２、メディア
資源機能１２６、ＣＳＣＦ１１４、メディアゲートウェイコントローラ１２６、メディア
ゲートウェイ１３０およびホーム加入者システム１１８は、上述されたようにかつ図１に
示されているように、一緒に結合するためのデータリンクインターフェースを備えたプロ
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セッサベースド装置である。これらの装置は、ここに説明されかつ第三世代ワイヤレスシ
ステムと一般に関連する機能を実行するためのプログラムを実行する１以上のプロセッサ
を含む。
【００２４】
図２は、本発明によるカンファレンスコールをスケジューリングするための方法を示すフ
ローチャートである。図２は、図１に示された好ましい実施形態を参照して以下に説明さ
れる。カンファレンスコールをスケジュールするための方法は、好ましくは、カンファレ
ンスのリクエストをするものが、カンファレンスコールに必要な全ての情報を含むカンフ
ァレンスコールリクエストを入力するとき、開始する（２０２）。好ましくは、リクエス
トは、マルチメディア通信システム１００に結合されたユーザ端末１０２またはいずれか
他の端末デバイスによりアクセス可能なウェブページインターフェースの形式である。
【００２５】
最も好ましくは、リクエストは、カンファレンス確立サーバにより受信され、この方法が
実行される。カンファレンス確立サーバは、代替的に、アプリケーションおよびサービス
ネットワーク１５６中のサーバであり、上述したまたは図１に示されたいずれかのプロセ
ッサベースド装置により具現化される。カンファレンスコールに必要な情報は、好ましく
は、参加者のリスト、コールに望まれる資源の表示、およびカンファレンスコールのため
のルールを含む。好ましくは、いくつかの情報は、クリティカルとして指定され、特定の
情報または資源がカンファレンスコールに必要でありうると表示する。例えば、カンファ
レンスコールにおいて情報を提供することになるスピーカは、スピーカなしに情報が提供
されないので、クリティカルな参加者と指定されうる。
【００２６】
参加者のリストは、好ましくは、電話番号またはＩＰアドレスのような参加者の連絡情報
を含む。最も好ましくは、参加者のリストは、アベーラブルな日時またはアベーラブルな
日時を伴う電子カレンダーの場所のような参加者についてのアベーラビリティ情報を含む
。コールに対して特定される資源は、カンファレンスブリッジサーキット、オーディオお
よびビデオミクシングサーキット、ファイルおよび他の情報を共有するために必要なソフ
トウェア、またはカンファレンスコールに望ましいまたは必要とされるいずれか他の資源
を含む。カンファレンスコールのルールは、一般に、コールについての制限、例えば、１
日のうちのある時刻または１週間のうちの特定の日を含む。
【００２７】
カンファレンスコールリクエストが入力されると（２０２）、カンファレンス確立サーバ
は、リクエストにおいて特定された必要な参加者および資源のアベーラビリティのチェッ
クを開始する（２０４）。好ましくは、参加者のアベーラビリティは、参加者に関連づけ
られた電子カレンダーをチェックすることにより決定される。代替的に、参加者のアベー
ラビリティは、カンファレンスコールに対するリクエストと共に供給されるか、または電
子メール、テキストメッセージ、テレホンコール、双方向のマルチメディアセッション、
またはウェブインターフェイスのような参加者との直接的コンタクトにより決定される。
参加者との直接的なコンタクトは、参加者からの入力を受信する能力を含むべきである。
参加者との直接的なコンタクトは、人間の介在を必要としても必要としなくてもよい。参
加者のアベーラビリティ情報は、カンファレンス確立サーバに戻される。
【００２８】
資源のアベーラビリティは、好ましくは、リクエストに関連づけられた参加者、資源およ
びルールに基づいて、必要な資源をアクセスすることにより決定される。必要な資源のア
セスメントの後、これらの資源を供給する機能が、アベーラビリティを質問される。例え
ば、メディア資源機能１２４が、ユーザ端末１０２を使用して４人の参加者を相互接続す
るために、オーディオ／ビデオカンファレンシングのためのブリッジがアベーラブルであ
るかどうかおよびいつアベーラブルであるかを決定するために、カンファレンス確立サー
バにより必要とされる可能性がある。資源に関連づけられたアベーラビリティ情報が、カ
ンファレンス確立サーバに戻される。
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【００２９】
カンファレンス確立サーバは、カンファレンスコールに対して参加者および資源がアベー
ラブルである日時が存在するかどうかを決定するために、参加者アベーラビリティ情報お
よび資源アベーラビリティ情報を使用する（２０６）。アベーラブルな日時が見つからな
かった場合、カンファレンスコールのリクエストをするものに、アベーラブルでない参加
者または資源の通知を含む通知がなされる（２０８）。そして、リクエストする者は、こ
の情報を使用して、カンファレンスコールリクストを調節することができる（２０２）。
【００３０】
　カンファレンス確立サーバが、カンファレンスコールに対して参加者および資源がアベ
ーラブルである日時を決定する場合（２０６）、カンファレンスの参加者には、カンファ
レンスの日時およびカンファレンスコールをセットアップするために必要とされるいずれ
かの追加的な情報が通知される（２１０）。また、アベーラビリティのコンファメーショ
ン（確認）が、カンファレンス確立サーバによりリクエストされる（２１０）。好ましく
は、カンファレンスの参加者への通知は、カンファレンス確立サーバにより自動的に生成
された、テキストメッセージ、オーディオメッセージ、ビデオメッセージ、双方向マルチ
メディアセッション、またはこれらの組合せによりもたらされる。
【００３１】
例えば、ユーザ端末は、カンファレンスコールの日時を示すテキストメッセージ、オーデ
ィオ、ビデオのようなコールの属性（attributes）とリスティング、およびアベーラビリ
ティのコンファメーションに対するリクエストを受信することができる。好ましくは、プ
レゼンテーション資料またはファイルのようなカンファレンスコールに関連づけられるい
ずれかの資料は、カンファレンスの日時の通知と共にユーザに送られる。
【００３２】
カンファレンス確立サーバは、カンファレンスの参加者からコンファメーションを受信し
たかどうかを決定する（２１２）。好ましくは、クリティカルな参加者は、コンファーム
されなければならず、クリティカルでない参加者はコンファームされてもよい。即ち、リ
クエストする者は、何らかのコンファメーションを要求することができるが、全ての参加
者からのコンファメーションを要求しなくてもよい。最も好ましくは、コンファメーショ
ンのリクエストは、参加者が、必要な場合、代替的なアベーラビリティの時刻を入力する
ことを許容する。必要なコンファメーションが受信されない場合、これは、カンファレン
スコールのためのクリティカルな参加者がアベーラブルでないことを示し、カンファレン
スのリクエストをする者が、タイムアウトオーバライド（timeout override）に対するオ
プションを特定したかどうかについての決定が成される（２１３）。
【００３３】
好ましくは、タイムアウトオーバライドオプションは、所定時間内にコンファメーション
リクエストに応答しなかった参加者を自動的に確認する。即ち、要求されたコンファメー
ションが、所定時間内に参加者から受信されなかった場合、その参加者が確認される。タ
イムアウトオーバライドオプションは、クリティカルな情報がないにも関わらず、必要以
上の遅れなしに、カンファレンスコールの暫定的なスケジューリングを可能にする。タイ
ムアウトオーバライドオプションがある場合、タイムアウトピリオドが経過したとき、ク
リティカルな参加者が確認できなかったとしても、カンファレンスが暫定的にスケジュー
ルされる（２１６）。
【００３４】
タイムアウトオーバライドオプションがない場合（２１３）、そして要求されるコンファ
メーションが受信されない場合（２１２）、カンファレンスコールのリクエストする者に
は、参加者または資源が利用可能でないことが通知される（２０８）。好ましくは、この
通知は、カンファレンス確立サーバにより自動的に生成された、テキストメッセージ、オ
ーディオメッセージ、ビデオメッセージ、双方向マルチメディアセッション、またはこれ
らの組合せによりもたらされる。リクエストする者は、参加者がアベーラブルでないこと
の決定の結果として、カンファレンスコールリクエストに対するパラメータを調節するこ
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とができる（２０８，２０２）。
【００３５】
必要なコンファメーションが受信された場合（２１２）、またはカンファレンスコールの
暫定的なスケジューリングの後（２１６）、カンファレンスセットアップがファイナライ
ズされる（２１４）。好ましくは、カンファレンスコールセットアップをファイナライズ
することは、カンファレンスコールに対する必要な資源をリザーブすることを含む。最も
好ましくは、参加者のカレンダーが、スケジュールされたカンファレンスコールを表示す
るように書き込まれる。また、カンファレンスコールに関連するいずれかの資料は、それ
らが以前に送られなかった場合、電子メール、テキストメッセージ、ビデオメッセージ、
双方向マルチメディアセッション、またはクーリエ（courier）サービスにより参加者に
送られる。代替的に、コールに関連する資料は、カンファレンスコールに先立って、また
はその間のいずれかの時点に、参加者に送られる。また、セットアップのファイナライゼ
ーション（２１４）において、またはその後に、参加者は、アクセスコードまたはパスワ
ードのようなコールに必要ないずれか他のデータを受信する。
【００３６】
図３は、本発明による予めスケジュールされたカンファレンスコールを変更する方法を示
すフローチャートである。好ましくは、カンファレンス確立サーバは、予めスケジュール
されたカンファレンスコールを変更する方法を実行する。カンファレンスコールに対して
設定される時刻の前のいずれかの時点で、カンファレンス確立サーバが、コンファメーシ
ョンを追加または削除するリクエストを、コンファームされたまたはコンファームされな
い参加者から受信することができる（３０２）。好ましくは、参加者は、ユーザ端末１０
２によりリクエストを入力する。そして、カンファレンス確立サーバは、参加者がコンフ
ァメーションを追加することを望むかどうかを決定する（３０４）。参加者が、単に、コ
ンファメーションを追加する場合、カンファレンスセットアップが更新される（３０６）
。カンファレンスセットアップを更新することは、好ましくは、カンファレンスリクエス
トする者およびカンファレンス参加者に通知を送ることを含む。
【００３７】
参加者がコンファメーションを削除することを望む場合（３０８）、削除が必要とされる
参加者に対するものであるかどうかについての決定が成される（３１０）。削除が必要と
される参加者に対するものでない場合、カンファレンスセットアップは、単に更新される
（３０６）。削除が必要とされる参加者に対するものである場合、カンファレンスが暫定
的にスケジュールされた場合（２１６）と同様に、リクエストする者がカンファレンスコ
ールを進めることを望むかまたは進めないことを望むかどうかについての決定が成される
（３１２）。リクエストする者が進めることを望む場合、カンファレンスセットアップが
更新される（３０６）。
【００３８】
リクエストする者が、進めることを望まない場合、予めスケジュールされたカンファレン
スコールがキャンセルされ（３１４）、参加者に取り消しについての通知がなされる（３
１６）。カンファレンスコールを進めるかどうかについての決定（３１２）は、好ましく
は、カンファレンス確立サーバとリクエストする者との間のマルチメディアメッセージン
グのような双方向交換によりなされる。代替的に、サーバは、デフォルトセッティング、
またはカンファレンスコールリクエスト（２０２）の一部として供給されうるリクエスト
する者からの入力に基づいて、この選択を行うように予めプログラムされうる。
【００３９】
図４は、本発明による予めスケジュールされたカンファレンスコールを確立するための方
法を示すフローチャートである。好ましくは、カンファレンス確立サーバは、予めスケジ
ュールされたカンファレンスコールを、そのコールに必要な資源との調整において、確立
する方法を実行する。まず、カンファレンス確立サーバは、参加者、ルール、資源および
カンファレンスコールの日時を含むカンファレンスコールに必要な入力を受信する（４０
２）。好ましくは、この情報は、図２について上述した方法の実行の結果として生成され
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る。代替的に、カンファレンスコール情報は、ユーザにより直接的に入力される。
【００４０】
カンファレンスコールの時刻が近づくと（４０４）、カンファレンス確立サーバは、参加
者および資源のアベーラビリティの一時的チェックを行う（４０６）。参加者がユーザ端
末１０２と関連づけられている好ましい実施形態において、ホーム加入者システム１１８
に質問することにより、ユーザ端末１０２の存在およびアベーラビリティが決定される。
最も好ましくは、ホーム加入者システム１１８は、ユーザ端末１０２がローミングしてる
かどうかおよびどこをローミングしているかどうかを示すユーザ端末１０２の存在につい
てのデータを維持する。また、ホーム加入者システム１１８は、特定のユーザ端末１０２
に関連づけられた参加者に付いての代替的なコンタクト情報を維持することができる。
【００４１】
参加者がユーザ端末１０２に関連づけられていないとき、アベーラビリティについての一
時的チェックは、必要とされるかまたは必要とされないことがある。資源のアベーラビリ
ティは、資源を提供する機能に質問することにより決定される。例えば、メディア資源機
能１２４は、カンファレンスブリッジサーキッドがアベーラブルであるかどうかを決定す
るために質問されうる。または、ＳＧＳＮ１０６が、帯域幅がユーザ端末１０２との通信
に対して利用可能であるかどうかを決定するために質問されうる。好ましくは、参加者お
よび資源の一時的チェック（４０６）は、スケジュールされたカンファレンスコールをキ
ャンセルすることにならないが、カンファレンスをリクエストする者に、カンファレンス
コールに問題がある可能性を通知することになりうる。
【００４２】
好ましくは、カンファレンス時刻が近づくと、通知が３カ所に送られる（４０８）。例え
ば、スケジュールカンファレンスコールの５分前に、各参加者は、カンファレンスコール
が５分以内に始まることを示す通知を、電子メール、テキストメッセージ、オーディオメ
ッセージ、ビデオメッセージ、双方向マルチメディアセッション、またはこれらの組合せ
により受け取ることができる。最も好ましくは、通知は、近づいているカンファレンスに
ついてのアベーラビリティを確認する少なくともクリティカルな参加者に対するオプショ
ンを含む（４１０）。要求されたコンファメーションが受信されない場合（４１０）。カ
ンファレンスコールをリクエストする者には、クリティカルな参加者がアベーラブルでな
いことが通知される（４１２）。
【００４３】
また、クリティカルな資源がアベーラブルでないことは、カンファレンスをリクエストす
る者への同様の通知を必要とする可能性がある。カンファレンスをリクエストする者は、
そのカンファレンスコールを進めるかまたは進めないかを選ぶことができる（４１４）。
進める選択は、好ましくは、これらの参加者がアベーラブルであるときコールに参加する
ことを許容するために、カンファレンスアクセスインストラクションをコンファームされ
ていない参加者に送ることを含む。進めないという選択は、カンファレンスコールがキャ
ンセルされることになり（４１８）、全ての参加者に取り消しが通知される（４２０）。
【００４４】
他方において、クリティカルな参加者からのコンファメーションがないにも関わらずリク
エストする者が進めることを選ぶ場合（４１４）、または全ての要求されたコンファメー
ションが受信された場合（４１０）、カンファレンスコールは開始される（４１６）。好
ましくは、カンファレンスコールは、サーバが、必要なベアラ資源をセットアップし、ア
ベーラブルな参加者へのコールを開始することにより確立される。これは、ユーザ端末１
０２を使用する参加者のような移動体参加者についての代替的なコンタクトとのまたはロ
ーミングシステムにおけるコールを確立することを必要とする可能性がある。また、ユー
ザ端末における資源のアベーラビリティおよび通信のケーパビリティおよびファイル共有
がチェックされうる。
【００４５】
好ましい実施形態において、カンファレンスコール確立は、マルチメディアセッションを
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確立するために、ＳＩＰ（Session Initiation Protocol）ＩＮＶＩＴＥメッセージ（イ
ンターネットエンジニアリングタスクフォース－ＩＥＴＦ－ＲＦＣ２５４３により定義さ
れた）を参加者に送ることも含む。サーバがコールを開始することの代わりに、カンファ
レンスコールの参加者が、カンファレンスブリッジに電話をかけることができ、これは、
セキュリティのためのパスワードを含んでもよいしまたは含まなくてもよい。最も好まし
くは、コールを開始するための通知が参加者に与えられる前に、サーバが、クリティカル
な参加者が、カンファレンスコールのためのベアラ資源を有することを確認する。
【００４６】
本発明は、参加者および資源のアベーラビリティに基づいて、マルチメディア通信ネット
ワークにおけるカンファレンスコールのスケジューリングを提供する。まず、カンファレ
ンスコールリクエストが存在する。カンファレンス確立サーバはリクエストを受信する。
そして、カンファレンス確立サーバは、カンファレンスコールに対して必要な参加者およ
び要求される資源がアベーラブルであるかどうかを決定する。アベーラブルである場合、
カンファレンス確立サーバは、カンファレンス時刻をセットアップし、参加者にカンファ
レンス時刻を通知し、参加者からのコンファメーションをリクエストする。好都合なこと
に、本発明は、当事者が、カンファレンスコールを、非常にタイムリーにかつ安価なやり
方でセットアップすることを可能にする。
【００４７】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、カンファレンスコールの効率を向上させるための
改良されたカンファレンスコール確立サービスを提供することができる。
【００４８】
以上の説明は、本発明の一実施例に関するもので、この技術分野の当業者であれば、本発
明の種々の変形例を考え得るが、それらはいずれも本発明の技術的範囲に包含される。尚
、特許請求の範囲に記載した参照番号がある場合は、発明の容易な理解のためで、その技
術的範囲を制限するよう解釈されるべきではない。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明によりカンファレンス確立サーバを提供するマルチメディアサービスネッ
トワークを示すブロック図。
【図２】本発明によるマルチメディアカンファレンスサービスをスケジューリングするた
めの方法を表すフローチャート。
【図３】本発明による予めスケジュールされたカンファレンスコールを変更するための方
法を表すフローチャート。
【図４】本発明による予めスケジュールされたカンファレンスコールを確立するための方
法を表すフローチャート。
【符号の説明】
１０２　ユーザ端末
１０４　基地局
１１４　コールセッション制御機能（ＣＳＣＦ）
１１８　ホームサブスクライバシステム
１２４　メディア資源機能
１２６　メディアゲートウェイコントローラ
１３０　メディアゲートウェイ
１３４　トランスポートシグナリングゲートウェイ
１４２　公衆交換電話網
１４６　ＩＰネットワーク
１５６　アプリケーションおよびサービスネットワーク
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